
様式第２号 

附属機関等の会議録 

会議の名称 令和５年度 第１回田川市社会教育委員の会議 

開催日時 
令和５年８月１６日（水）１５時３０分から 

※令和５年７月２５日から延期 

開催場所 田川市民会館 教育委員会室 

出席者 

委員 
岡部会長、堤副会長、渡邊委員、神吉委員、井上委員、吉田委員

（欠）、重松委員（欠）、勝又委員（欠）、浦田委員 

事務局 
小林教育長、盛坪教育部長、文化生涯学習課（森田課長、城野

課長補佐、鍋山課長補佐、福本事務主査、村上主任） 

その他  

議事内容 

【第１回会議について】 

本会議は、以下の内容で実施。 

（議事） 

１ 令和５年度文化生涯学習課所管事業の報告【別紙２】 

２ 令和５年度社会教育委員の活動計画について【別紙３】 

３ 令和５年度筑豊地区市町村社会教育委員研修会案の検討（輪

番：田川市）【別紙４】  

【結果】 

上記の内容について説明し、承認等された。意見等については今

後の参考とする。 

【主な意見等】 

○議事３について 

１ 研修会でグループワークを実施する場合、意見が出しやす

いように社会教育委員の経験年数が長い方、短い方で偏らな

いようにしていただきたい。 

２ グループワークについては、実践発表の内容を踏まえたテ

ーマ設定が肝心となるが、ねらい等について意見をお聞きし



たい。 

回答：６０分のグループワークは時間としては短く、参加する方 

も経験年数の長い方も短い方もいるため、焦点化しにくいと 

思われる。しかしながら、この６０分のグループの中で何を 

持ち帰ってもらおうと考えた場合、一定の焦点化は必要であ 

り、参加者もそれぞれ分野・領域、経験、年齢、年数も違う 

と思われるので、例えば何か発言する機会があって、更にも 

う何か一つでも発言することで、色んなものを持ち帰るこ 

とができる、そういったグループワークにするというのが効 

果的な進め方と思われる。そういった点を総合的に勘案しな 

がら、この６０分の中でどういう風に組み込んでいったら、 

適切なのかという点を今後考えていきたい。 

 

次回会議予定：９月上旬（書面開催） 

問合せ先 文化生涯学習課 学習振興・人権教育係（0947-44-5110） 

その他の事項  

 


